
  
1

「
長
期
に
わ
た
る
財
政
的
苦
悩
か
ら
漸よ

う
や

く
脱
却
し
、
輝
か
し
い
太
陽
の
光
を
眩ま

ぶ

し
い
ほ
ど
に
み
つ
め
た
」

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
か
ら
二
十
年
を
経
て
財
政
的
な
枷か

せ

か
ら
よ
う
や
く
抜

け
出
し
、
創
立
者
も
夢
見
た
大
学
の
学
部
増
設
、
そ
し
て
家
政
学
部
の
男
女
共
学
制
と

い
う
大
英
断
を
行
っ
た
清
毅
理
事
長
に
は
、
そ
ん
な
感
触
を
手
記
す
る
ほ
ど
に
あ
る
到

達
感
と
開
放
感
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
総
合
学
園
と
し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
時
期
に
入
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

変
革
の
時
代
―
理
想
を
求
め
て
、
は
る
か
な
る
大
河
へ
…
。

思
い
は
広
が
り
、
学
園
各
設
置
校
の
そ
の
後
の
変
容
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

大
学
で
は
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
九
月
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
経
営
学
部
の

体
育
館
が
完
成
し
た
。
そ
の
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
、
豊
田
市

都
市
景
観
賞
を
受
賞
す
る
。
翌
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
五
月
に
は
経
営
学
部
の
情
報

棟
を
完
成
さ
せ
、
図
書
館
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
研
究
室
、
実
習
室
を
完
備
し
た
。

変
革
の
時
代
へ
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高
校
の
整
備
・
拡
充
も
目
立
っ
た
。

安
城
学
園
高
等
学
校
で
は
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
に
本
館
ホ
ー
ル
棟
・
芸
術
棟
・
情
報
棟
処
理
セ
ン
タ
ー

を
竣
工
。
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
七
月
に
全
館
冷
暖
房
を
設
置
し
て
、
校
内
設
備
の
整
備
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
こ

う
し
て
校
舎
の
全
面
改
築
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
と
、
一
方
で
は
「
女
性
学
」
の
新
設
等
と
い
っ
た
教
育
課
程
の

改
編
と
に
よ
っ
て
、
建
学
の
精
神
に
よ
る
人
間
教
育
が
追
求
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
も
大
き
く
〝
変
貌
〟
し
て
い
っ
た
。

岡
崎
城
西
高
等
学
校
で
は
、
抜
本
的
に
再
開
発
に
か
か
っ
た
。
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
の
創
立
当
時
に
建

て
ら
れ
た
校
舎
は
古
い
建
築
構
造
で
老
朽
化
も
目
立
っ
て
き
て
、〝
教
育
環
境
再
整
備
〟
の
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

そ
こ
で
、
来
る
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
学
園
創
立
八
十
周
年
・
岡
崎
城
西
高
等
学
校
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る

の
を
機
に
、
理
事
会
で
全
面
的
な
増
改
築
を
行
う
方
針
を
決
定
し
た
の
だ
っ
た
。

  

2

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
二
期
に
分
け
て
工
事
に
か
か
り
、第
一
期
と
し
て
中
央
棟
（
普
通
教
室
等
）・
東
棟
・

北
棟
、
第
二
期
に
中
央
棟
（
事
務
室
・
職
員
室
等
管
理
関
係
）・
体
育
館
等
を
竣
工
。
教
育
棟
の
一
部
九
階
に
は
直

径
六
メ
ー
ト
ル
の
天
体
観
測
ド
ー
ム
も
つ
く
る
な
ど
、
校
舎
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
一
新
さ
れ
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
七
月
に
新
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
で
校
内
竣
工
式
、十
月
に
は
竣
工
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
行
っ

Ⅲ　拡張の道は広く
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て
、
学
内
外
に
そ
の
〝
新
装
〟
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
望
外
の
光
栄
を

招
い
た
り
も
し
た
。
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
三
月
に
岡
崎
市
都
市
景
観
環
境
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
優
れ
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
が
認
め
ら
れ
た
。
二
年
前
に
大
学

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
豊
田
市
都
市
景
観
賞
を
受
賞
し
た
の
に
続
く
栄
誉
だ
っ
た
。

施
設
整
備
が
行
わ
れ
た
岡
崎
城
西
高
等
学
校
は
ま
た
、
こ
の
頃
に
は
多
年
宿
願
と
し

て
き
た
「
勉
学
と
ク
ラ
ブ
の
両
立
」
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
大
学
進
学
の
実
績
を

上
げ
、
進
学
校
と
し
て
の
社
会
的
評
価
を
次
第
に
高
め
て
き
て
い
た
。

特
に
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
度
の
大
学
入
試
で
は
、
五
百
十
八
名
と
い
う
創

立
以
来
の
大
量
の
合
格
者
を
記
録
し
た
。
名
古
屋
大
学
な
ど
の
国
公
立
大
学
に
六
十
九

名
、
早
稲
田
大
学
、
関
西
大
学
な
ど
有
名
私
立
大
学
に
四
百
四
十
九
名
。
う
ち
こ
の
年

度
に
新
設
さ
れ
た
系
列
校
の
愛
知
学
泉
大
学
の
経
営
学
部
へ
も
八
十
三
名
が
合
格
し
た
。

こ
れ
ま
で
進
学
先
は
他
大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
系
列
校
と
し
て
の
実
を
あ

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
躍
進
の
要
因
は
、
関
係
者
の
熱
意
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

「
大
学
進
学
な
ら
城
西
へ
」

陣
頭
指
揮
を
と
る
学
校
長
以
下
、
入
試
委
員
が
積
極
的
な
募
集
活
動
を
行
っ
て
進
学
を
志
す
生
徒
を
集
め
る
こ
と

に
努
め
た
。
こ
う
し
た
優
れ
た
資
質
の
生
徒
の
受
け
入
れ
体
制
と
し
て
、
大
学
進
学
の
た
め
の
コ
ー
ス
別
教
育
課
程
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を
組
み
、
教
員
た
ち
が
骨
身
を
惜
し
ま
ぬ
熱
心
な
指
導
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
実
効
を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
五
百
余
名
と
い
う
数
字
は
、
生
徒
急
増
期
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
の
快
挙
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
、
質
・

量
と
も
に
大
量
の
大
学
合
格
者
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

  
3

岡
崎
城
西
高
等
学
校
の
進
学
実
績
―
ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
度
か
ら
平
成
三
（
一
九
九
一
）

年
度
ま
で
の
十
年
間
に
お
け
る
大
学
合
格
者
総
数
は
三
千
八
百
八
十
七
名
。
そ
の
後
半
の
五
年
間
は
、
前
半
期
よ
り

さ
ら
に
一
・
三
倍
増
、
国
公
立
大
学
合
格
者
に
限
る
と
二
・
七
倍
も
の
伸
び
を
見
せ
た
の
だ
っ
た
。
国
公
立
大
に
も
一

年
に
十
数
名
が
合
格
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
進
学
者
数
に
お
い
て
、「
岡
崎
城
西
高
等
学
校
は
西
三
河
の
公
私
立

高
校
中
で
五
指
に
入
る
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
学
進
学
に
お
け
る
特
異
な
現
象
と
し
て
、

海
外
の
大
学
（
海
外
の
日
本
校
も
含
む
）
及
び
国
内
の
外
資
系
大
学
へ
の
進
学
者
も
目
立
っ
た
。

＊

学
園
の
充
実
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
反
映
し
、
そ
の
活
躍
は
社
会
的
に
も
大
き
く
瞠ど

う

目も
く

さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
代
に
入
る
と
、
特
に
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
全
国
的
な
活
躍
が
目
立
っ
た
。

〝
学
泉
〟
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
戦
歴
は
、
短
期
大
学
に
お
い
て
昭
和
三
十
五
年
全
日
本
学
生
選
手
権
に

初
優
勝
。
以
後
六
年
連
続
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
こ
の
間
公
式
試
合
二
百
十
六
連
勝
の
偉
業
を
記
録
す
る
な
ど
、
伝
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統
的
に
強
豪
ぶ
り
を
誇
り
、
昭
和
五
十
年
代
末
頃
か
ら
再
び
黄
金
時
代
を
築
く
。

昭
和
六
十
年
代
に
は
毎
年
、
全
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
日
本
女

子
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
、
西
日
本
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
な
ど
に
出
場
。
優
勝
、
準
優
勝
を
か
っ
さ
ら
っ
た
。
そ
れ
は
〝
連
戦
連
勝
〟、

ま
さ
に
破
竹
の
勢
い
だ
っ
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
に
は
、
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
東
海
学
生
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
東
海
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
、
西
日
本

学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
日
本
女
子
学
生
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
全
日
本
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
優
勝
し
、
五
冠
制
覇
を
果

た
し
、
四
年
三
月
に
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
全
日
本
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
十
度
目
の
優
勝
祝
賀
会
を
岡
崎
名
鉄
ホ
テ
ル
で
行
っ
た
り
し
た
。

安
城
学
園
高
等
学
校
で
の
こ
の
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
特
筆
す
る
な
ら
、
吹
奏
楽
部

の
活
躍
だ
ろ
う
か
。

  

4

安
城
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
は
国
際
的
な
活
動
も
盛
ん
だ
。
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
十
二
月
、
中
国
政
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府
か
ら
招
聘
を
受
け
、
中
国
（
北
京
、
天
津
）
へ
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
八
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
州
政
府
の
招
聘
を
受
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
ア
ル
ト
ナ
）
へ
演
奏
旅
行
と
、

国
際
的
に
も
活
躍
す
る
。
そ
の
中
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
二
月
に
は
、
愛
知
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
、
全

日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
（
熊
本
県
）
で
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
重
奏
で
銀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
そ

の
実
力
の
程
も
証
明
さ
れ
る
。

勉
学
と
ク
ラ
ブ
の
両
立
を
図
る
岡
崎
城
西
高
等
学
校
で
も
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
競
い
合
う
。
昭
和
五
十
年
代
に
は

サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
三
位
を
獲
得
（
昭
和
五
十
六

年
一
月
）
し
た
の
を
は
じ
め
、
陸
上
競
技
部
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
な
ど
は
、
全
国
選
抜
大
会
、
全
国
高
校
総
体
、
国
民
体
育
大
会
等
の
常
連
校

に
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
全
日
本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
毎
年
出
場
し
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
八
月
に
は
団
体
成
績
で
初
の
準
優

勝
す
る
快
挙
を
見
せ
た
。

＊

施
設
の
充
実
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
、
そ
し
て
現
れ
る
課
外
活
動
の
活

発
化
…
こ
う
し
た
学
園
の
趨す

う

勢
の
中
、
国
際
化
指
向
も
大
き
な
流
れ
と
し
て
浮
か

び
上
が
っ
て
い
た
。
学
園
の
こ
の
頃
の
目
立
っ
た
動
き
に
国
際
化
の
推
進
が
あ
っ

た
。
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国
際
交
流
の
積
極
的
な
展
開
は
清
毅
理
事
長
の
〝
イ
ズ
ム
〟
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
戦
前
・
戦
時
に
か

け
て
蒙
古
で
活
躍
し
た
経
験
か
ら
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
国
際
的
に
豊
か
な
視
野
を
持
っ
て
い
た
清
毅
理
事
長
は
、

つ
ね
づ
ね
「
環
太
平
洋
構
想
」
を
標
榜
し
、
早
く
か
ら
教
育
で
の
国
際
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
、
短
期
大
学
に
国
際
教
養
科
を
開
設
し
た
の
は
そ
の
先
例
だ
っ
た
。
翌
五
十
八

（
一
九
八
三
）
年
に
は
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ピ
ラ
ノ
大
学
と
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
九
月
に
は
同
大
学
か
ら
二

名
の
学
生
を
六
カ
月
間
受
け
入
れ
る
な
ど
、
相
互
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
六
十
二（
一
九
八
七
）年
に
は
中
国
の
北
京
第
二
外
国
語
学
院
と
学
術
文
化
交
流
協
定
、平
成
元（
一
九
八
九
）

年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
と
教
育
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
広
く
海
外
に
目
を
向
け
て

い
っ
た
。  

5

経
営
学
部
設
立
時
に
お
い
て
も
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
語
学
で
は
英
語
を
共
通
の
ベ
ー
ス
と
し
、
そ
の
上
に

英
語
、
中
国
語
ま
た
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
選
択
制
に
し
た
。
こ
れ
は
、
清
毅
理
事
長
の
「
環
太
平
洋
を
重
視
、
特

に
ア
ジ
ア
が
重
要
」
と
の
方
針
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
経
営
学
部
の
国
際
交
流
で
は
、

中
国
と
の
関
係
が
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
、
こ
う
し
た
方
針
か
ら
、
中
国
と
の
国
際
的
な
研
究
活
動
に
も
目
を

向
け
ら
れ
た
。
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平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
、
大
学
経
営
学
部
が
中
国
国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会
と
共
同
し
て
日
中
両
国
の
企
業

経
営
の
比
較
研
究
に
関
す
る
協
定
に
調
印
し
た
。
研
究
は
同
委
員
会
経
済
体
制
・
管
理
研
究
所
と
愛
知
学
泉
大
学
経

営
研
究
所
で
行
わ
れ
、
平
成
四
年
～
六
年
の
三
年
間
に
及
ぶ
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
『
中
国
の
企
業
改
革
』『
中

国
の
企
業
経
営
』（
税
務
経
理
協
会
刊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

中
国
国
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会
と
は
、
続
い
て
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
、
政
府
企
業
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た

共
同
研
究
に
関
す
る
協
定
に
調
印
す
る
な
ど
、
提
携
を
進
め
た
。

国
際
交
流
は
、
も
と
よ
り
高
校
で
も
活
発
だ
。

安
城
学
園
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
地
元
安
城
市
・
岡
崎
市
の
姉
妹
都
市
と
の

高
校
生
交
換
派
遣
で
交
換
高
校
生
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
学
校
行
事
で
は
韓
国
へ
の

修
学
旅
行
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
研
修
旅
行
、
語
学
研
修
で
は
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
一
方
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ

高
校
生
の
短
期
留
学
生
の
受
け
入
れ
。
そ
し
て
教
科
課
程
で
は
語
学
教
育
（
英

語
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
）
の
充
実
、
社
会
科
教
育
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
「
世
界
史
セ
ミ
ナ
ー
」。
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
海
外
交
流
（
吹
奏
楽
部
、

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
な
ど
）
が
あ
る
。

ま
た
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
姉
妹
校
提
携
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
二
校
）
や
語
学
研
修
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）、
韓
国
東
亜
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高
校
と
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
海
外
交
流
試
合
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

  
6

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
、
学
園
は
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る
。

記
念
事
業
と
し
て
三
月
に
全
国
私
立
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
安
城
で
開
催
し
た
が
、
こ
れ
を
皮
切

り
と
し
て
、
十
一
月
十
日
に
名
古
屋
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
記
念
演
奏
会
、
二
十
二
日
に
は
名
古

屋
観
光
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
て
、
愛
知
県
内
の
有
力
学
園
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
実
勢
も
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
大
学
の
拡
充
と
な
っ
て
現
さ
れ
た
。
平

成
三
（
一
九
九
一
）
年
五
月
の
経
営
学
部
情
報
棟
の
完
成
に
続
い
て
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
四
月
に
は
、
経
営

学
部
に
経
営
情
報
学
科
を
増
設
し
た
。
履
修
モ
デ
ル
を
、既
設
の
経
営
学
科
は「
経
営
学
」「
国
際
経
営
」「
産
業
経
営
」

の
三
モ
デ
ル
に
変
更
し
、
経
営
情
報
学
科
は
「
シ
ス
テ
ム
開
発
」「
情
報
管
理
」
の
二
モ
デ
ル
で
出
発
し
た
。
経
営

情
報
を
統
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
た
。

翌
六
年
に
は
、
家
政
学
部
に
生
活
文
化
コ
ー
ス
を
増
設
し
た
。
被
服
、
欧
米
文
化
の
二
コ
ー
ス
を
廃
止
し
て
、
栄

養
、
食
品
科
学
、
生
活
文
化
の
三
コ
ー
ス
制
と
し
た
。

ま
た
、コ
ー
ス
制
の
整
備
と
と
も
に
、ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
。
家
政
学
部
と
短
期
大
学
が
同
居
し
て
い
る
岡
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
の
再
開
発
工
事
に
着
手
し
た
。
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こ
れ
は
、
大
学
創
設
の
と
き
か
ら
既
に
二
十
数
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
目
だ
っ
て
き
た
の
と
、
学
生
数
も
創
立
当
初
の
二
百
名
弱
か
ら

四
百
名
近
く
に
倍
増
し
て
き
て
お
り
、
特
に
家
庭
科
教
員
を
目
指
す
男

子
学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
そ
の
数
の
増
加
に
伴
い
男
子
学
生
の
た

め
の
設
備
が
不
足
し
て
き
て
お
り
、
全
面
的
な
建
て
替
え
、
キ
ャ
ン
パ

ス
全
体
の
再
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

再
開
発
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
に
完
了
し
た
が
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、矢
作
川
沿
い
に
あ
る
舳
越
町
一
帯
は
、愛
知
学
泉
大
学
・

愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
・
岡
崎
城
西
高
等
学
校
が
並
ん
で
、
白
亜
の

鉄
筋
校
舎
が
林
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
見
の
場
所
と
も
な
る
矢
作
川
堤
防
か
ら
望
ん
だ
そ
れ
は
、〝
大
規
模
な
学

園
王
国
出
現
〟
と
い
っ
た
光
景
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
四
月
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
の
校
長
（
第
六
代
）
に
清
毅
の
次
男
・
曉あ

き
ら

が
就
任
し
た
。

曉
は
同
時
に
学
園
理
事
に
も
就
い
た
が
、
ま
も
な
く
副
理
事
長
、
七
（
一
九
九
五
）
年
四
月
に
は
大
学
・
短
期
大

学
の
学
長
代
行
も
兼
任
し
、
学
園
を
担
う
キ
ー
マ
ン
と
し
て
嘱
望
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
、
学
園
は
新
し
い
潮
流
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
…
。	
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完備された岡崎キャンパスの体育館（奥）
と学生食堂（左）。手前は「学びの泉」


